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一般質問（要旨）

議
員　

海
岸
に
日
本
一
の
桟
橋
を
新
設

し
、
ヤ
シ
並
木
、
優
雅
な
ホ
テ
ル
、
グ

ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
の

整
備
、
遊
覧
船
運
行
な
ど
と
併
せ
、
新
・

阿
字
ヶ
浦
ス
タ
イ
ル
を
創
出
し
た
い
。

誘
客
や
リ
モ
ー
ト
オ
フ
ィ
ス
誘
致
に
も

貢
献
す
る
と
確
信
す
る
が
、
阿
字
ヶ
浦

の
観
光
振
興
に
、
ど
う
取
り
組
む
の
か
。

営
業
戦
略
部
長　

屋
外
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

な
ど
新
た
な
魅
力
を
発
信
し
、
ラ
グ

ジ
ュ
ア
リ
ー
ホ
テ
ル
誘
致
な
ど
稼
げ
る

観
光
に
も
取
り
組
む
。
夢
の
あ
る
提
言

も
地
元
意
向
を
踏
ま
え
つ
つ
検
討
す
る
。

議
員　

医
療
機
関
の
風
評
被
害
、
医
療

従
事
者
や
コ
ロ
ナ
感
染
者
に
対
す
る
差

別
解
消
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

知
事　

県
で
は
不
当
な
偏
見
・
差
別
の

撤
廃
の
た
め
、
Ｈ
Ｐ
な
ど
で
の
正
確
な

情
報
の
発
信
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

さ
ら
に
今
定
例
会
で
は
、
差
別
解
消
の

措
置
を
盛
り
込
ん
だ
条
例
を
提
出
し
た
。

今
後
は
、
医
療
機
関
の
感
染
症
対
策
な

ど
を
県
民
へ
周
知
す
る
ほ
か
、
人
権
尊

重
の
啓
発
動
画
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
発
信
な
ど
に
よ
り
、
風
評
被
害
や
偏

見
・
差
別
の
解
消
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

地
球
温
暖
化
の
抑
制
に
は
各
人

に
よ
る
小
さ
な
取
り
組
み
の
継
続
が
重

要
で
あ
る
。
県
民
運
動
「
い
ば
ら
き
エ

コ
ス
タ
イ
ル
」
※3

を
通
し
て
、
エ
シ
カ

ル
・
ラ
イ
フ
を
ど
う
推
進
す
る
の
か
。

県
民
生
活
環
境
部
長　

い
ば
ら
き
エ
コ

チ
ャ
レ
ン
ジ
や
エ
コ
レ
シ
ピ
な
ど
の
啓

発
に
取
り
組
み
、
小
中
学
校
で
の
環
境

学
習
内
容
も
さ
ら
に
充
実
さ
せ
て
、
エ

シ
カ
ル
・
ラ
イ
フ
の
定
着
を
図
っ
て
い

く
。

（
ほ
か
に
、

い
ば
ら
き
ア

マ
ビ
エ
ち
ゃ

ん
の
普
及
、

差
別
の
抑
制

な
ど
も
質

問
）

議
員　

キ
ャ
ン
プ
場
数
日
本
一
を
誇
る

本
県
の
強
み
を
生
か
し
た
グ
ラ
ン
ピ
ン

グ
推
進
に
つ
い
て
今
後
の
取
り
組
み
は
。

営
業
戦
略
部
長　

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
は

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
時
代
の
観
光
振
興
に
極

め
て
効
果
的
で
あ
る
。
国
内
最
大
手
の

予
約
サ
イ
ト
と
連
携
し
、
九
月
に
県
独

自
の
キ
ャ
ン
プ
場
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
を

開
設
し
た
。
今
後
も
広
報
や
グ
ラ
ン
ピ

ン
グ
施
設
の

創
出
支
援
な

ど
に
取
り
組

む
。

（
ほ
か
に
、
ダ

ム
の
情
報
共

有
、
消
防
団

へ
の
研
修
な

ど
も
質
問
）

磯崎　達也 議員
いばらき自民党
ひたちなか市選出

分割方式

豊田　　茂 議員
無　　所　　属
高萩市・北茨城市選出

一括方式

議
員　

公
共
事
業
投
資
は
、
経
済
対
策

や
利
便
性
向
上
の
ほ
か
、
災
害
の
復
旧

復
興
な
ど
地
域
の
安
心
安
全
な
暮
ら
し

を
築
く
意
義
も
あ
る
。
公
共
事
業
費
の

予
算
確
保
に
ど
う
臨
ん
で
い
く
の
か
。

知
事　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
財
政
状
況
が

厳
し
い
中
、大
規
模
災
害
か
ら
の
復
旧
・

復
興
や
防
災
・
減
災
事
業
の
ほ
か
、
本

県
の
経
済
・
観
光
振
興
に
資
す
る
事
業

を
計
画
的
か
つ
戦
略
的
に
推
進
し
て
い

く
。
選
択
と
集
中
の
考
え
を
徹
底
し
、

国
の
補
助
制
度
な
ど
も
活
用
し
て
安
定

的
な
予
算
確
保
に
努
め
て
い
く
。

議
員　

感
染
防
止
啓
発
や
需
要
の
喚
起

な
ど
、
新
し
い
生
活
様
式
に
対
応
す
る

観
光
産
業
支
援
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

知
事　

夏
季
に
事
業
者
へ
「
い
ば
ら
き

ア
マ
ビ
エ
ち
ゃ
ん
」
登
録
を
義
務
付
け

た
「
い
ば
ら
き
応
援
割
」
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
大
規
模
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

Ａ
Ｒ
技
術
を
活
用
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ

ン
ト
の
開
催
や
、
旅
行
者
へ
の
感
染
防

止
啓
発
な
ど

の
支
援
を
進

め
て
い
く
。

（
ほ
か
に
、
県

総
合
計
画
の

在
り
方
、
県

北
振
興
策
の

展
開
な
ど
も

質
問
）

石井　邦一 議員
いばらき自民党
常陸太田市・大子町選出

一括方式

観
光
産
業
へ
の
支
援

公
共
事
業
費
の
確
保

阿
字
ヶ
浦
海
岸
周
辺
地
域
に
お
け
る

観
光
振
興
の
取
り
組
み

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る

風
評
被
害
対
策

誰
で
も
実
践
で
き
る

エ
シ
カ
ル
・
ラ
イ
フ
※2

の
推
進

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
※1

の
積
極
的
な
推
進

ことば ※3【いばらきエコスタイル】…環境に配慮したライフスタイルの定着を目指し、職場や家庭、移動中など、日常の様々な場面において、年間を通して、省エネに取り組む県民運動。
※4【サスティナビリティ学】…地球社会を地球・社会・人間の３つのシステムで捉え、これらの相互関係の綻びから生じる環境・社会問題のメカニズムを解明し、地球社会を持

続可能なものへと導くための新しい学問分野。

ことば ※１【グランピング】…グラマラス（魅惑的な）とキャンピングを掛け合わせた造語で、テント設営や食事の準備などのわずらわしさから旅行者を解放した『良い所取りの自然体験』。
※2【エシカル・ライフ】…直訳すると、倫理的な生活。私たち一人ひとりの生活が、他の人や社会、地球環境などとつながっていることを意識し、これらに配慮した生活をする

こと。

議
員
等
提
出

◆
条
例
の
制
定

○
茨
城
県
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

知
事
提
出

◆
令
和
二
年
度
補
正
予
算
関
係

○
一
般
会
計
補
正
予
算
　
　
　
　
　

ほ
か
六
件

◆
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正

○
茨
城
県
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
発
生
の
予
防
又
は
ま
ん
延
の
防

止
と
社
会
経
済
活
動
と
の
両
立
を
図

る
た
め
の
措
置
を
定
め
る
条
例

　
　
　
　
　

ほ
か
四
件

◆
人
事

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

ほ
か
一
件

◆
そ
の
他

○
県
有
財
産
の
取
得
に
つ
い
て

○
県
有
財
産
の
売
却
処
分
に
つ
い
て

︵
伊
奈
・
谷
和
原
丘
陵
部
地
区
戸
建

     

住
宅
等
用
地
︶

ほ
か
九
件

意
見
書

○
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援
及

び
支
援
体
制
の
拡
充
・
強
化
に
関

す
る
意
見
書

ほ
か
六
件

請　

願

○
教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費

国
庫
負
担
制
度
堅
持
の
た
め
の
政

府
予
算
に
係
る
意
見
書
採
択
を
求

め
る
請
願

ほ
か
一
件

今
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
議
案

※
意
見
書
・
請
願
の
全
文
は
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

　

茨
城
県
議
会
と
国
立
大
学
法

人
茨
城
大
学
は
、
九
月
二
十
四

日
、
県
議
会
議
事
堂
に
お
い
て
、

相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る
包

括
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
は
、
相
互
の
密

接
な
連
携
と
協
力
に
よ
り
、
地

域
の
課
題
に
迅
速
か
つ
適
切
に

対
応
す
る
と
と
も
に
、
活
力
と

魅
力
に
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り

や
、
本
県
の
将
来
を
担
う
人
材

の
育
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
大
学
か
ら
議
会
へ

の
有
識
者
派
遣
や
、
議
員
に
よ

る
大
学
で
の
講
義
、
議
員
と
学

生
と
の
意
見
交
換
会
の
開
催
な

ど
、
両
者
の
連
携
を
一
層
推
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
締
結
式
終
了
後
、
協
定

の
締
結
を
記
念
し
て
、
茨
城
大
学

の
太
田
寛
行
学
長
か
ら
、「
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
と
新
し
い
茨
城
:
産
官
学
で

共
創
す
る
近
未
来
」と
の
テ
ー
マ

で
、
ご
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

太
田
学
長
か
ら
は
、
茨
城
大
学

に
お
け
る
サ
ス
テ
ィ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

学
  ※４

の
研
究
・
教
育
の
取
り
組
み

や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
各
目
標
に
対
す

る
茨
城
県
の
課
題
、
そ
し
て
、
そ

の
課
題
解
決
に
は
産
官
学
の
連
携

が
必
要
で
あ
る
と
の
お
話
が
あ
り
、
大
変
有
意
義
な
講
演
会
と
な

り
ま
し
た
。

「
茨
城
大
学
と
の
相
互
連
携
・
協
力
に
関
す
る

包
括
協
定
」締
結
式
お
よ
び
記
念
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た

輝く、未来の阿字ヶ浦へ向けて
（ひたちなか市提供）

「キャンプと言えば茨城」というイメージ
の定着を（高萩市の「萩ビレッジ」）

りんりんロードスタンプラリー
イベントの様子

協定を締結した森田悦男議長（左から７人目）と太田寛行学長（右から７人目）太田寛行学長による講演の様子


